
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
１
６
６
回 

 

行
仙
宿
巡
回
整
備
と
白
谷
ト
ン
ネ
ル
の
通
行
確
認 

 

◇
実
施
日 

３
月
６
日
（
日
） 

 
 
 

晴
時
々
雪 

◇
参
加
者 

沖
崎
吉
信
、
梶
野
照
雄 

 
 
 

２
名 

  

先
週
の
日
曜
日
、
２
月
２
７
日
に
今
年
第
一
回
目
の
春
季
定
例
巡
視
を
１
４

名
が
参
加
し
て
、
玉
置
山
～
２
１
世
紀
の
森
間
を
交
差
登
山
で
行
っ
た
。 

例
年
７
回
に
分
け
て
山
在
峠
～
前
鬼
ま
で
の
南
奥
駈
道
を
整
備
し
て
い
る
。 

そ
の
中
で
行
仙
宿
、
持
経
宿
が
ベ
ー
ス
と
な
る
巡
視
が
３
回
あ
り
、
池
郷
白
谷

林
道
と
国
道
４
２
５
号
の
走
行
可
否
を
事
前
に
確
認
す
る
事
が
必
須
条
件
と

な
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 

池
郷
林
道
の
復
旧
工
事
状
況 

 
 
 
 

 
 

Ｒ
４
２
５
の
橋
梁
工
事 

下
北
山
村
役
場
に
道
路
状
況
を
問
い
合
わ
せ
も
し
て
み
た
が
、
詳
し
い
情
報
は

持
っ
て
お
ら
ず
、
や
は
り
自
身
の
目
で
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
行
仙
宿

に
二
人
で
出
か
け
た
。 

 

朝
９
時
半
に
役
場
駐
車
場
に
集
合
、
梶
野
君
は
来
る
途
中
で
池
郷
林
道
の
復

旧
工
事
現
場
を
覗
い
て
き
て
く
れ
た
。
崩
れ
た
法
面
は
モ
ル
タ
ル
吹
付
後
の
ネ

ッ
ト
張
も
完
了
し
て
い
て
、
舗
装
の
準
備
が
進
ん
で
い
た
。
残
り
の
工
事
は
舗

装
と
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
だ
け
に
思
え
る
そ
う
だ
。
何
と
か
今
月
中
に
通
行

再
開
と
な
る
よ
う
に
願
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 

白
谷
ト
ン
ネ
ル
は
通
行
可 

 
 

行
仙
宿
に
到
着 

 
 

 
 

 
 

室
温
は
０
℃ 

 

役
場
を
離
れ
て
行
仙
宿
に
向
か
う
。
四
ノ
川
林
道
の
１
㎞
ほ
ど
手
前
の
橋
で

工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。
２
月
末
に
完
工
の
予
定
だ
っ
た
が
、
積
雪
が
多
か
っ

た
た
め
か
工
事
が
遅
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
特
別
通
行
止
め
の
表
示
も
無
く
す
ん

な
り
と
通
過
さ
せ
て
く
れ
た
。
工
事
は
い
つ
ま
で
か
、
日
曜
の
通
行
可
否
は
？ 

と
聞
い
て
み
た
が
責
任
者
が
不
在
の
よ
う
で
、
は
っ
き
り
と
し
た
返
事
は
も
ら

え
な
か
っ
た
。
四
ノ
川
林
道
の
入
り
口
を
横
目
に
白
谷
ト
ン
ネ
ル
の
通
行
状
況

を
確
認
に
向
か
う
。
ト
ン
ネ
ル
東
口
に
設
置
さ
れ
て
い
た
バ
リ
ケ
ー
ド
は
撤
去



さ
れ
て
い
た
。
西
口
に
も
障
害
物
は
無
い
よ
う
だ
。
当
初
の
予
定
通
り
３
月
４

日
に
冬
季
通
行
止
め
は
解
除
さ
れ
て
い
た
。 

 

補
給
路
登
山
口
に
到
着
、
約
５
０
日
ぶ
り
の
行
仙
宿
だ
。
１
月
に
は
有
っ
た

積
雪
は
殆
ど
消
え
て
い
た
。
モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
か
ら
第
２
ベ
ン
チ
の
間
は
雪
が

残
っ
て
、
一
部
は
氷
に
な
っ
て
い
た
。 

 

梶
野
君
が
小
型
の
バ
ッ
テ
リ
ー
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
買
っ
た
。
帰
り
に
川
島
橋

手
前
の
倒
木
を
試
し
切
り
す
る
、
と
モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
に
デ
ポ
し
た
。 

沖
崎
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
一
枚
背
に
行
仙
宿
に
向
か
う
。
第
２
ベ
ン

チ
上
の
伐
採
地
ま
で
来
る
と
、
西
か
ら
の
風
が
強
く
吹
き
つ
け
時
折
雪
迄
降
っ

て
き
た
。
大
変
寒
く
真
冬
に
戻
っ
た
よ
う
だ
。 

 

行
仙
宿
に
到
着
、
先
に
着
い
た
梶
野
君
が
ス
ト
ー
ブ
に
火
を
入
れ
て
い
た
。 

小
屋
内
の
温
度
は
ち
ょ
う
ど
０
℃
、
風
も
強
く
て
外
の
作
業
は
で
き
そ
う
に
な

い
。 

 
 

 
 

 

水
場
を
清
掃 

 
 
 
 

本
日
の
参
加
者 

 
 

 
 
 

 

倒
木
切
除 

 

管
理
棟
を
開
け
て
不
用
品
の
整
理
を
し
て
い
る
と
、
梶
野
君
が
来
て
「
水
場

を
見
て
く
る
」
と
熊
手
を
持
っ
て
降
り
て
行
っ
た
。 

沖
崎
は
管
理
棟
と
小
屋
内
の
不
用
品
整
理
と
掲
げ
て
い
た
行
仙
宿
建
設
時
の

写
真
を
ア
ル
バ
ム
に
変
更
す
る
た
め
に
取
り
外
す
。
強
い
風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う

な
ト
タ
ン
や
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
補
強
を
行
う
。
程
な
く
梶
野
君
が
水
場
か
ら
戻

っ
て
き
た
。 

 

発
電
機
を
始
動
し
て
み
た
が
、
１
月
と
同
じ
よ
う
に
始
動
せ
ず
。
児
嶋
さ
ん

の
出
動
を
お
願
い
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

 

倒
木
切
除 

 
 

 
 
 

川
島
橋
異
常
な
し 

 
 
 
 

 

無
事
下
山 

 

昼
食
後
、
空
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
不
用
品
を
手
に
早
々
に
下
山
し
た
。 

モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
か
ら
、
梶
野
君
は
小
型
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
沖
崎
は
ノ
コ
を
手

に
川
島
橋
に
向
か
っ
た
。
途
中
で
直
径
１
０
㎝
弱
の
木
と
２
０
㎝
位
の
倒
木
を

処
理
し
た
。
中
国
製
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
使
え
そ
う
だ
っ
た
。
川
島
橋
に
異
常

は
無
か
っ
た
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 

 



行
動
タ
イ
ム 

 09

：30

下
北
山
村
役
場
駐
車
場
→09

：52

白
谷
ト
ン
ネ
ル
→10

：05

補
給
路

登
山
口
→10

：45
行
仙
宿13

：05

→13

：18

モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
→13

：34

川

島
橋
→13

：50

モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
→14

：02

補
給
路
登
山
口 


